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11 ○ ○

1コース期間

（次のコースまでの標準期間）

前サイクルの投与後にgrade４の血液毒性もしくはgrade３の非血液毒性を認めた

場合、grade１以下に回復後、以下の減量・中止基準に従って投与を再開する。

＜Panitumumab：減量基準＞ Grade４の非血液毒性を認めた場合は中止する。

重度（Grade３以上）の皮膚障害発現時の用量調節の目安 ●血液毒性

●非血液毒性

５-FU：T-Bil＞5.0ｍｇ/ｄLの場合、投与中止。

２段階減量 200㎎/㎡ 1,600㎎/㎡

その他 治療前にRAS遺伝子を検査

全量(初回投与量) 400㎎/㎡ 2,400㎎/㎡

１段階減量 300㎎/㎡ 2,000㎎/㎡

次回投与量

5-FU
急速静注

５-FU
持続静注

１段階減量

下痢 １段階減量

疲労 １段階減量

Grade3/4の好中球減少を伴う感
染

１段階減量

有害事象
CTCAE
ｖ3.0

次回投与量

５-FU急速静注 ５-FU持続静注

3.6ｍｇ/ｋｇ 投与中止 － －
悪心

Grade３

１段階減量

嘔吐

口内炎 １段階減量

皮疹(手足の皮膚反応) １段階減量

臨床検査値
(/ｍ㎥)

次回投与量

５-FU急速静注 ５-FU持続静注

好中球数 ＜500 １段階減量

休薬規定及び減
量

規定、中止基準

皮膚障害発現時
の本剤の投与量

本剤の投与 投与再開の基準 本剤の用量調節
有害事象

６ｍｇ/ｋｇ 投与延期
６週間以内に

Grade２以下に回
復

６ｍｇ/ｋｇまた
は4.8ｍｇ/ｋｇ

血小板数 <25,000 １段階減量

4.8ｍｇ/ｋｇ 投与延期
６週間以内に

Grade２以下に回
復

3.6ｍｇ/ｋｇ

デカドロン４mg 2錠分1 内服 朝食後

14日 総コース数 制限なし

生理食塩水 －

生食注シリンジ 10ⅿＬ 静注 抗がん剤終了後のロック用

○ ○

50ⅿＬ
○

9
５-FU 2,400㎎/㎡

持続静注 46時間 インフューザーポンプ使用

5％ブドウ糖液 250ｍＬ

8
５-FU 400㎎/㎡

急速静注 全開

○7
アイソボリン 200㎎/㎡

点滴静注 2時間

生理食塩水

デキサ-ト注射液1.65mg 6管
○

生理食塩水 100ｍＬ

6
アロキシ点滴静注バッグ １袋

点滴静注側管 15分

○5
ベクティビックス点滴静注 6㎎/㎏

点滴静注側管 1時間 インラインフィルター使用

生食注シリンジ 10ⅿＬ 静注 投与前フラッシュ用

生理食塩水 250ｍＬ 点滴静注 点滴静注 ルートキープ用

ポララミン錠2mg １錠 内服 30-60分前

カロナール錠200mg 2錠 内服 30-60分前

がん種 大腸がん

レジメン名 Pmab＋sLV5FU2療法

番
号

薬剤名 投与量 投与方法 投与時間 備考
投与日


